
別紙１「評価点内訳書」 

１．事務局評価（実績・資格点）の採点基準および評価の着眼点 

事務局評価は、本業務の遂行における「基礎的な信頼性」および「他調達案件との整合性

を図る調整能力」を、客観的な事実（提出書類）に基づき評価します。 

評価項目 評価内容の概要 配点 

(1) 自治体等における導入実績 自治体での Microsoft365 導入および

校務ネットワーク構築の実績 
100 点 

(2) 同規模自治体での履行経験 本市と同等規模（学校数等）プロジェク

ト経験と校務環境におけるゼロトラス

ト・セキュリティ実装実績 

100 点 

(3) ライセンス最適化・他案件調整力 別調達（端末等）とのライセンス調整・

コスト最適化実績 
50 点 

(4) 情報セキュリティ管理体制 ISMS（ISO27001/27017）等の認証

保有状況 
50 点 

２．詳細採点基準と説明 

(1) 自治体等における導入実績（100 点） 

過去 5 年間（2025 年度以前）に、都道府県または市区町村において、Microsoft 365 を用い

た校務環境の構築、または校務ネットワーク構築を元請として受託した実績を評価します。 

評価項目 配点 

５件以上 100 点 

1〜４件 50 点 

実績なし 0 点 

 

(2) 同規模自治体での履行経験（100 点） 

ア 受託実績のうち、最も規模の大きい案件の学校数（小中学校合計）を評価します。 

（最大５０点） 

評価項目 配点 

32 校以上（本市と同等以上） 50 点 

20 校以上 32 校未満 30 点 

10 校以上 20 校未満 10 点 

10 校未満または実績なし 0 点 

 

 



イ 校務環境におけるゼロトラスト・セキュリティ実装実績（最大 50 点） 

評価項目 配点 

高度なセキュリティ実装実績あり 50 点 

自治体の校務環境において、「多要素認証（顔認証、ワンタイムパスワード

等）」「EDR（端末の挙動監視）」「ファイル暗号化」や「SharePoint

（OneDrive）のラベル運用がユーザー目線での運用が取り込まれている導入・

構築した実績がある 

標準的なセキュリティ実装実績あり 25 点 

自治体の校務環境において、「多要素認証（顔認証、ワンタイムパスワード

等）」「EDR（端末の挙動監視）」や「SharePoint（OneDrive）のラベル運

用がユーザー目線での運用が取り込まれている導入・構築した実績がある 

実績なし ０点 

上記いずれの実装実績も確認できない 

(3) ライセンス最適化・他案件調整力（50 点） 

本業務は、別調達案件（校務用端末の更新等）とのライセンス重複を避け、市全体のコス

トを最適化する必要があります。以下の実績または体制を有する場合に加点します。 

評価項目 配点 

別発注の端末調達案件等とライセンスの整合性を図り、ライセンス料

の重複排除や適用タイミングの調整を完了させた実績がある場合。 
30 点 

Microsoft のライセンス体系（CSP/EES、A3/A5 の差異等）に精通

した有資格者（MCP 等）を本プロジェクトの主要メンバーに配置し

ている場合。 

20 点 

(4) 情報セキュリティ管理体制（50 点） 

クラウド環境を扱う事業者として、適切な情報セキュリティ管理体制を有しているかを

評価します。 

評価項目 配点 

ISMS(ISO 27001) 及び ISMS クラウドセキュリティ(ISO 

27017) の双方を保有 
50 点 

ISMS(ISO 27001) のみを保有 20 点 

未保有 0 点 

 

３．参加事業者への留意事項（説明） 

• 実績の証明： 実績を計上する際は、業務実績（様式）に「案件名」「発注元名」

「履行期間」「業務概要（調整実績を含む）」を具体的に記載してください。

必要に応じて契約書の写し等の提出を求める場合があります。 



• ライセンス調整に関する具体的記載： 「(3) ライセンス最適化・他案件調整力」

の評価にあたっては、単なる導入件数ではなく、「他調達案件や他ベンダーと

どのような調整を行い、どのようなコスト最適化を実現したか」が判別できる

よう記載してください。 

• 有資格者の証明： 資格保有を評価対象とする場合は、当該メンバーの役割および

資格証の写しを技術者名簿と併せて提出してください。 

 


